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●
汚
職
大
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
汚
職
大
国
で
あ
る
こ
と
を
示

す
指
標
を
探
し
出
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
汚
職
度
を
示
す

も
の
と
し
て
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
指
標
の

一
つ
に
、
汚
職
・
腐
敗
防
止
活
動
を
展
開
し
て
い

る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
毎
年
発
表
す
る
汚
職
認
識
度

が
あ
る
。
二
○
○
四
年
の
調
査
で
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
、
世
界
一
四
六
カ
国
中
一
三
三
番
目
と
、

世
界
で
最
も
汚
職
の
ひ
ど
い
国
の
一
つ
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
。
汚
職
の
ひ
ど
さ
に
つ
い
て
は
、
下

か
ら
数
え
た
方
が
速
い
と
い
う
状
況
は
、
こ
の
調

査
が
始
ま
っ
た
一
○
年
前
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

政
府
機
関
（
会
計
検
査
院
）
の
調
査
で
も
、
一

九
九
九
〜
二
○
○
四
年
の
間
に
国
家
財
政
の
不
正

が
一
六
七
兆
ル
ピ
ア
に
上
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
の
研
究
所
に
よ

る
調
査
結
果
か
ら
は
、
財
政
支
出
の
約
三
○
％
が

不
正
に
漏
洩
し
て
い
る
と
い
っ
た
指
摘
や
、
住
宅
、

商
工
業
、
土
地
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
、

五
六
〜
七
○
％
の
公
務
員
が
賄
賂
を
受
け
取
っ
て

い
る
と
い
っ
た
数
字
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

●
汚
職
撲
滅
へ
向
け
た
取
り
組
み

こ
の
よ
う
に
汚
職
が
社
会
全
般
に
蔓
延
す
る
状

態
に
対
し
て
は
、
投
資
や
経
済
活
動
を
阻
害
す
る

と
し
て
、
国
際
社
会
か
ら
改
善
を
求
め
る
声
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
。
二
○
○
一
年
以
降
、
日
本
の
経

済
界
は
、
当
時
の
メ
ガ
ワ
テ
ィ
政
権
に
対
し
て
提

出
し
た
投
資
環
境
整
備
に
関
す
る
意
見
書
の
中
で
、

司
法
の
確
立
や
法
運
用
の
適
正
化
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。

外
国
投
資
の
減
少
や
外
国
企
業
の
撤
退
に
危
機

感
を
募
ら
せ
た
国
内
経
済
界
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

商
工
会
議
所
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
）
が
外
国
経
済
団
体

と
連
携
し
つ
つ
政
府
に
対
し
て
政
策
提
言
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
主
要
な
論
点
の
一
つ
が
汚
職
の

撲
滅
で
あ
る
。

一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
も
、
汚
職
問
題
に

無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
府
に
よ
る

汚
職
撲
滅
の
た
め
の
取
り
組
み
は
、
ス
カ
ル
ノ
政

権
下
の
一
九
五
七
年
に
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、

一
九
六
○
年
に
は
汚
職
犯
罪
に
関
す
る
法
律
代
行

政
令
（
汚
職
犯
罪
撲
滅
に
関
す
る
法
律
代
行
政
令

一
九
六
○
年
第
二
四
号
。一
九
六
一
年
に
法
律
化
）

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

ス
ハ
ル
ト
が
政
権
を
樹
立
し
た
直
後
の
時
期
に

も
汚
職
撲
滅
に
対
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
汚
職
撲

滅
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
一
九
七
一
年
に
は
汚
職

犯
罪
撲
滅
に
関
す
る
法
律
（
法
律
一
九
七
一
年
第

三
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
治
体
制
が

権
威
主
義
化
し
、
政
権
基
盤
が
安
定
す
る
と
と
も

に
、
汚
職
に
対
す
る
取
り
組
み
も
有
名
無
実
化
し

た
。
む
し
ろ
汚
職
の
度
合
い
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く

な
り
、
政
権
中
枢
を
握
る
ス
ハ
ル
ト
・
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
政
商
（
ク
ロ
ー
ニ
ー
）
の

癒
着
が
深
ま
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
「
汚
職

・
癒
着
・
身
内
び
い
き
」
の
頭
文
字
か
ら
Ｋ
Ｋ
Ｎ

（K
orupsi, K

olusi, N
epotism

e

）
と
い
う
言
葉
が

流
布
す
る
ほ
ど
汚
職
が
常
態
化
し
た
。

一
九
九
八
年
の
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
の
退
陣
と
そ

れ
に
続
く
民
主
化
は
、
汚
職
撲
滅
を
再
び
最
重
要

の
政
治
課
題
に
押
し
上
げ
た
。
民
主
化
の
流
れ
の

中
で
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
っ
た
国
民
協
議
会

が
、
汚
職
・
癒
着
・
身
内
び
い
き
の
な
い
清
廉
な

政
府
に
関
す
る
国
民
協
議
会
決
定
一
九
九
八
年
第

一
一
号
を
決
定
し
た
こ
と
を
う
け
、
当
時
の
ハ
ビ

ビ
政
権
は
、
汚
職
・
癒
着
・
身
内
び
い
き
の
な
い

清
潔
な
公
職
者
に
関
す
る
法
律
一
九
九
九
年
第
二

八
号
と
、
汚
職
犯
罪
撲
滅
に
関
す
る
法
律
一
九
九

汚
職
撲
滅
は
進
む
の
か
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九
年
第
三
一
号
（
法
律
二
○
○
一
年
第
二
○
号
で

一
部
改
正
）
を
制
定
し
た
。

し
か
し
、
民
主
化
は
汚
職
撲
滅
を
必
ず
し
も
約

束
は
し
な
か
っ
た
。
逆
に
、
権
力
が
行
政
府
か
ら

立
法
府
へ
、
地
方
分
権
化
に
よ
っ
て
中
央
か
ら
地

方
へ
と
分
散
す
る
過
程
で
、
汚
職
も
大
統
領
と
そ

の
周
辺
か
ら
政
党
政
治
家
へ
、
中
央
政
府
か
ら
地

方
政
府
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

ハ
ビ
ビ
政
権
の
後
、
初
め
て
国
民
協
議
会
で
の

民
主
的
な
選
挙
で
選
ば
れ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ

ン
・
ワ
ヒ
ド
大
統
領
は
、
汚
職
疑
惑
に
端
を
発
し

た
議
会
と
の
対
立
か
ら
罷
免
に
追
い
や
ら
れ
た
。

そ
の
次
に
大
統
領
に
就
任
し
た
メ
ガ
ワ
テ
ィ
は
、

ス
ハ
ル
ト
時
代
に
民
主
化
指
導
者
と
し
て
活
動
し

て
き
た
経
歴
か
ら
改
革
の
推
進
者
と
し
て
の
期
待

を
集
め
た
が
、
次
第
に
政
権
担
当
能
力
を
欠
く
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。
汚
職
問
題
に
つ
い
て
も
、

ほ
と
ん
ど
成
果
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
○
○

四
年
の
総
選
挙
直
前
に
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ゴ
ル

カ
ル
党
ア
ク
バ
ル
・
タ
ン
ジ
ュ
ン
党
首
（
当
時
）

の
汚
職
疑
惑
事
件
に
対
し
て
無
罪
判
決
が
出
さ
れ

た
こ
と
は
、
メ
ガ
ワ
テ
ィ
政
権
が
汚
職
問
題
に
対

し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
と
い
う
印
象
を

有
権
者
に
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
ガ
ワ
テ
ィ

は
、
二
○
○
四
年
の
初
の
国
民
直
接
投
票
に
よ
る

大
統
領
選
挙
で
、
ス
シ
ロ
・
バ
ン
バ
ン
・
ユ
ド
ヨ

ノ
に
敗
れ
る
べ
く
し
て
敗
れ
た
の
で
あ
る
。

●
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
に
よ
る
汚
職
撲
滅

有
権
者
が
直
接
大
統
領
を
選
べ
る
制
度
の
下
で

は
、
政
権
に
対
す
る
期
待
と
支
持
が
高
い
間
に
成

果
を
挙
げ
、
政
権
担
当
能
力
を
示
す
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
大
統
領
選
挙
で
「
公
正
で
民
主
的
な
社

会
の
実
現
」
を
謳
い
、
清
潔
な
政
府
の
樹
立
を
公

約
に
掲
げ
て
当
選
し
た
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
、
就

任
演
説
の
中
で
、
汚
職
撲
滅
に
つ
い
て
は
自
ら
が

主
導
し
て
取
り
組
む
と
宣
言
し
、
ま
ず
最
初
に
最

高
検
察
庁
、
国
家
警
察
庁
、
税
務
総
局
、
関
税
総

局
を
訪
問
し
て
や
る
気
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
、
汚
職
摘
発
の
役
割
を
担

う
最
重
要
ポ
ス
ト
で
あ
る
検
事
総
長
に
、
弁
護
士

出
身
の
最
高
裁
判
事
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
・

サ
レ
を
任
命
し
た
。
サ
レ
検
事
総
長
は
、
前
述
の

ア
ク
バ
ル
・
タ
ン
ジ
ュ
ン
汚
職
疑
惑
事
件
裁
判
で

最
高
裁
が
逆
転
無
罪
判
決
を
下
し
た
際
、
た
だ
一

人
反
対
意
見
を
表
明
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

新
長
官
就
任
に
あ
た
っ
て
、
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
、

国
家
に
大
き
な
損
害
を
与
え
、
社
会
の
注
目
す
る

重
大
な
汚
職
事
件
に
優
先
的
に
取
り
組
む
よ
う
サ

レ
長
官
に
指
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
サ
レ
長
官

は
、
汚
職
者
名
の
公
表
と
有
罪
確
定
者
の
ヌ
サ
ク

ン
バ
ン
ガ
ン
島
刑
務
所
へ
の
収
監
、
毎
月
最
低
一

件
の
汚
職
事
件
摘
発
な
ど
を
約
束
し
た
。

ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
、
政
権
発
足
直
後
に
取
り

組
む
べ
き
政
策
課
題
を
「
一
○
○
日
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
と
し
て
発
表
し
た
が
、
汚
職
撲
滅
の
関
連
で

は
、
検
察
庁
の
強
化
、
汚
職
事
件
の
早
期
解
決
、

行
政
改
革
の
遂
行
を
盛
り
込
み
、
汚
職
撲
滅
に
真

剣
に
取
り
組
む
政
権
の
姿
勢
を
国
民
に
示
し
た
。

ま
た
、
二
○
○
四
年
一
二
月
に
は
、
汚
職
撲
滅

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
と
、
実
施
状
況
を

評
価
・
監
視
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
定
め
た
汚
職
撲

滅
国
家
行
動
計
画
を
策
定
し
、
政
府
全
体
と
し
て

汚
職
を
追
放
し
て
い
く
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
、
こ
の
よ
う
に
矢
継
ぎ
早

に
汚
職
撲
滅
に
向
け
て
積
極
的
に
行
動
を
開
始
し

た
が
、
そ
の
意
気
込
み
と
は
裏
腹
に
、
実
際
の
汚

職
事
件
の
摘
発
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

二
○
○
五
年
二
月
二
七
日
の
政
権
発
足
一
○
○

日
ま
で
に
摘
発
さ
れ
た
重
大
汚
職
事
件
は
、
Ｂ
Ｎ

Ｉ
銀
行
の
輸
入
証
書
（
Ｌ
／
Ｃ
）
一
・
七
兆
ル
ピ

ア
に
ま
つ
わ
る
横
領
事
件
の
容
疑
者
の
逮
捕
（
二

○
○
四
年
一
○
月
二
二
日
）
と
、
ロ
シ
ア
製
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
購
入
に
ま
つ
わ
る
汚
職
事
件
の
容
疑
者

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
プ
テ
・
ア
チ
ェ
（
Ｎ
Ａ
Ｄ
）
州
知

事
の
逮
捕
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
前
者
の
事
件
に
つ

い
て
は
、
三
月
三
○
日
に
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
裁
か

ら
ア
ド
リ
ア
ン
・
ウ
ォ
ウ
ォ
ル
ン
ト
ゥ
被
告
に
終

身
刑
の
判
決
が
出
さ
れ
た
。
後
者
の
事
件
に
つ
い

て
は
、
四
月
一
一
日
に
最
高
裁
か
ら
懲
役
一
○
年

の
実
刑
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。

●
汚
職
撲
滅
に
向
け
た
新
た
な
展
開

し
か
し
、
政
権
発
足
か
ら
半
年
が
た
っ
た
四
月
、

総
選
挙
委
員
会
ム
ル
ヤ
ナ
・
ク
ス
マ
委
員
が
監
査

を
担
当
し
た
会
計
検
査
院
職
員
に
対
し
て
贈
賄
を

お
こ
な
っ
て
い
た
事
件
が
発
覚
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
次
々
と
大
き
な
汚
職
事
件
が
摘
発
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
総
選
挙
委
員
会
を
め
ぐ
る
汚
職
疑
惑

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
総
選
挙
実
施
に
関
わ
る

物
品
購
入
等
の
過
程
で
委
員
長
を
含
む
全
委
員
と

職
員
が
関
与
し
て
い
た
組
織
的
な
汚
職
事
件
だ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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六
月
に
は
、
宗
教
省
が
管
理
す
る
メ
ッ
カ
巡
礼

資
金
を
流
用
・
着
服
し
て
国
家
に
七
○
○
○
億
ル

ピ
ア
の
損
失
を
与
え
た
容
疑
で
、
メ
ガ
ワ
テ
ィ
政

権
時
代
の
サ
イ
ド
・
ア
ギ
ル
・
フ
シ
ン
・
ア
ル
・

ム
ナ
ワ
ル
前
宗
教
相
と
宗
教
省
幹
部
が
逮
捕
さ
れ

た
。こ

れ
ら
の
重
大
な
汚
職
事
件
を
摘
発
し
た
の
が
、

汚
職
撲
滅
委
員
会
（
Ｋ
Ｐ
Ｋ
）
と
汚
職
犯
罪
撲
滅

チ
ー
ム
で
あ
る
。
宗
教
省
の
汚
職
を
摘
発
し
た
汚

職
犯
罪
撲
滅
チ
ー
ム
は
、
ヘ
ン
ダ
ル
マ
ン
・
ス
パ

ン
ジ
最
高
検
察
庁
特
殊
犯
罪
担
当
検
事
総
長
補
を

長
と
し
て
検
事
、
警
察
、
国
営
企
業
職
員
ら
四
八

人
か
ら
な
る
。
国
営
企
業
お
よ
び
中
央
省
庁
で
の

汚
職
摘
発
を
目
的
と
し
て
、
二
○
○
五
年
五
月
四

日
に
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
が
発
足
さ
せ
た
。

一
方
、
総
選
挙
委
員
会
汚
職
事
件
を
摘
発
し
た

汚
職
撲
滅
委
員
会
は
、
汚
職
犯
罪
撲
滅
委
員
会
に

関
す
る
法
律
二
○
○
二
年
第
三
○
号
に
基
づ
い
て
、

二
○
○
三
年
一
二
月
に
設
置
さ
れ
た
独
立
の
国
家

機
関
で
あ
る
。
同
委
員
会
は
、
汚
職
事
件
を
担
当

す
る
諸
機
関
の
調
整
、
監
視
お
よ
び
汚
職
の
防
止

に
加
え
て
、
自
ら
汚
職
事
件
の
捜
査
と
起
訴
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
、
汚
職
事
件
の
捜
査
・
起
訴
に
関
し
て
は

大
き
な
権
限
が
同
委
員
会
に
は
与
え
ら
れ
て
い
る
。

同
委
員
会
は
、
警
察
や
検
察
が
す
で
に
捜
査
・
起

訴
中
の
汚
職
事
件
を
引
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
事
件
の
捜
査
に
お
い
て
は
、
容
疑
者
の
認

定
、
資
産
の
差
し
押
さ
え
、
銀
行
口
座
情
報
の
開

示
、
公
職
者
の
職
務
停
止
な
ど
を
命
ず
る
権
限
が

与
え
ら
れ
て
お
り
、
汚
職
撲
滅
委
員
会
が
単
独
で

汚
職
事
件
の
摘
発
か
ら
捜
査
、
起
訴
ま
で
を
行
え

る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
汚
職
撲
滅
委
員
会
が
起
訴
し
た
事
件
は
、

二
名
の
裁
判
官
と
三
名
の
新
た
に
民
間
か
ら
任
命

さ
れ
る
特
別
裁
判
官
か
ら
な
る
汚
職
犯
罪
裁
判
所

で
審
理
さ
れ
る
。
裁
判
で
有
罪
と
な
っ
た
場
合
は
、

最
大
で
死
刑
と
な
る
こ
と
が
、
法
律
一
九
九
九
年

第
三
一
号
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
は
、
警
察
・
検
察
・
裁
判
所
と
い
っ
た

法
執
行
機
関
自
身
が
権
力
か
ら
の
介
入
や
汚
職
に

対
し
て
脆
弱
で
、
そ
れ
が
汚
職
追
放
の
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
た
。
汚
職
撲
滅
委
員
会
と
汚
職
犯

罪
裁
判
所
の
設
置
は
、
新
し
い
制
度
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
汚
職
蔓
延
を
防
げ
な
い
で
い
る
現
状
を

打
破
し
よ
う
と
す
る
大
胆
な
試
み
で
あ
る
。

●
汚
職
撲
滅
委
員
会
と
司
法
の
闘
い

二
○
○
五
年
九
月
、
汚
職
撲
滅
委
員
会
に
よ
る

捜
査
の
メ
ス
は
、
い
よ
い
よ
司
法
の
ト
ッ
プ
に
ま

で
入
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
元
大
統
領
の
異
父
弟
プ
ロ

ボ
ス
テ
ジ
ョ
が
汚
職
疑
惑
で
起
訴
さ
れ
た
裁
判
に

関
し
て
、
元
高
裁
裁
判
官
の
担
当
弁
護
士
と
最
高

裁
判
所
職
員
が
贈
収
賄
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
こ
で
授
受
さ
れ
た
金
銭
は
、
担
当
裁
判
官
を
買

収
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
と
さ
れ
、
担
当
裁
判

官
の
一
人
で
あ
る
バ
ギ
ル
・
マ
ナ
ン
最
高
裁
判
所

長
官
の
関
与
が
最
大
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
ト

ウ
フ
ィ
ッ
ク
ラ
フ
マ
ン
・
ル
キ
汚
職
撲
滅
委
員
会

委
員
長
は
、
就
任
に
あ
た
っ
て
、
同
委
員
会
の
活

動
の
最
大
の
焦
点
は
法
執
行
機
関
で
あ
る
と
述
べ

て
い
た
が
、
い
よ
い
よ
そ
れ
が
動
き
始
め
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
司
法
側
は
汚
職
撲
滅
委

員
会
に
よ
る
介
入
を
嫌
い
、
内
部
捜
査
で
事
件
を

解
明
す
る
と
主
張
し
て
お
り
、
両
者
の
綱
引
き
は

し
ば
ら
く
続
く
で
あ
ろ
う
。
裁
判
所
内
部
の
不
正

を
追
放
す
る
こ
と
は
、
汚
職
撲
滅
に
向
け
た
最
重

要
か
つ
最
難
関
の
課
題
で
あ
る
だ
け
に
、
今
後
の

汚
職
撲
滅
委
員
会
の
捜
査
と
、
事
件
の
行
方
が
注

視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
民
の
汚
職
撲
滅
に
対
す
る
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
へ

の
期
待
は
、
政
権
発
足
一
周
年
を
迎
え
た
い
ま
も

高
い
。
九
月
に
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
で
も
、
こ

れ
ま
で
の
政
権
の
汚
職
撲
滅
に
対
す
る
取
り
組
み

に
対
し
て
、
六
五
％
が
満
足
し
て
い
る
と
答
え
て

い
る
。
確
か
に
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
下
で
、
こ
れ
ま

で
う
や
む
や
に
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
政
府
中
枢
の

汚
職
事
件
が
摘
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

地
方
政
府
レ
ベ
ル
で
の
汚
職
事
件
の
摘
発
も
進
む

よ
う
に
な
っ
た
。
刑
の
確
定
し
た
プ
テ
・
ア
チ
ェ

（
Ｎ
Ａ
Ｄ
）
州
知
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
州
知
事
四
人
、
市
長
八
人
、
県
知
事
三
一
人

が
汚
職
容
疑
で
捜
査
ま
た
は
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

地
方
議
会
レ
ベ
ル
で
も
六
○
件
以
上
の
汚
職
事
件

が
摘
発
さ
れ
た
。
地
方
首
長
に
対
す
る
捜
査
や
逮

捕
が
た
め
ら
い
な
く
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
そ
れ
を
許
可
し
て
い
る
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領

の
政
治
的
判
断
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
汚
職

の
な
い
社
会
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
は
、
ユ
ド
ヨ

ノ
大
統
領
の
決
断
力
と
実
行
力
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
か 

わ
む
ら　

こ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
研
究
企
画
部
）
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